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1. TypeA ご利用ソフト 環境設定手順 

 

1.1. 初期セットアップ 

 

『TypeA ご利用ソフト取扱説明書』でインストールした「TypeA ご利用ソフト」（以下、ご利用ソフ

ト）をお使いいただくために、本環境設定手順書に従い、以下の設定を行う必要があります。 

 

●初期セットアップ ··························································· 3 ページ 

●IC カード動作確認 ··························································· 6 ページ 

●受領書送信 ································································ 12 ページ 

●リポジトリ接続テスト ······················································ 19 ページ 

●許可 URL リスト更新 ························································ 24 ページ 

●電子入札補助アプリインストール ············································· 26 ページ 

 

 

1.2. クライアントツール 

 

また、運用中に以下のツールがご利用いただけます。 

 

●利用申込書作成（IC カード使用）ツール ······································ 33 ページ 

●IC カードロック解除ツール ·················································· 37 ページ 

●認証局証明書管理ツール····················································· 41 ページ 

●e-Tax 設定ツール ··························································· 47 ページ 

●利用環境送信ツール ························································ 51 ページ 

●リポジトリ接続プロトコル設定ツール ········································· 54 ページ 

●IC カード失効申請ツール ···················································· 60 ページ 

●TypeA ご利用ソフト更新ツール ··············································· 69 ページ 
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2. 最新情報と「よくある質問」 

 

最新情報については、TDB 電子認証サービス TypeA ホームページをご参照ください 

URL は、以下のとおりです。 

 

URL https://www.tdb.co.jp/typeA/ 

 

また、インストールや設定などに関する「よくある質問」をホームページで公開し、随時更新しており

ますので、ご参照ください。 

URL は、以下のとおりです。 

 

URL https://www.tdb.co.jp/typeA/support/01.html 
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3. 初期セットアップ（環境設定） 

 

3.1. 初期セットアップ 

 

「ご利用ソフト」が新規インストールされたときは、「TypeA ご利用ソフト 初期セットアップメニュ

ー」（以下、「初期セットアップメニュー」）がインストールの最後に自動的に起動されます。 

 

初期セットアップメニューの実行には、管理者権限が必要です。 

管理者権限のアカウントでログオンして起動してください。 

ユーザ権限のアカウントで起動する場合は、ユーザ・アカウント制御（User Account Control：以降 

UAC と記載）により警告画面が表示される場合がありますので、管理者に昇格して起動してください。 

 

 
 

  

上
か
ら
順
番
に
作
業
を
行
い
ま
す
。 
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3.2. インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツールメニューの起動方法 

 

【Windows10 の場合】 

 

  [スタート]ボタンをクリックして アプリ一覧を表示し、下へスクロールして [帝国データバンク] 

を探します。[帝国データバンク]をクリックして展開し、各種ツールメニューを選択します。 

 

 
  

① [スタート]

をクリック 

② アプリ一覧を下へ

スクロール 

③ [帝国データバンク]

をクリックして展開 

④ 各種ツールメニュー

を起動する 
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【Windows11 の場合】 

  [スタート]ボタンをクリックして[すべてのアプリ]からアプリ一覧を表示し、[た]の [帝国データバ

ンク] を探します。[帝国データバンク]をクリックして展開し、各種ツールメニューを選択します。 

 

 

  

② [すべてのアプリ]を

クリック 

① [スタート ]

をクリック 

③ [た]-[帝国データバンク]を

クリックして展開 

④ 各種ツールメニュー

を起動する 



 

 6 

 

3.3. ICカード動作確認 

 

以下の３点について、確認を行います。 

1. 「IC カードリーダ ドライバソフト」、および「ご利用ソフト」の各種インストール作業が正

しく行われていること 

2. IC カードに格納されている電子証明書の記載内容に誤りがないこと 

3. IC カードに初期不良がなく、使用が可能であること 

 

準備 

IC カードリーダが、お使いの PC に接続されていることを確認して、IC カードを IC カードリーダに

挿してください。 

この時、IC カードの挿し方が不十分ですと誤作動の原因となりますのでご注意ください。 

 

手順 

① 「初期セットアップメニュー」の[IC カード動作確認]ボタンを押します。 

IC カード動作確認ツール起動時に、TDB 電子認証サービス TypeA の認証局証明書が自動的にお

使いの PC に読み込まれます。 

 
 

 

《ご参考》 

IC カード動作確認ツールは、ツールメニューの [IC カード動作確認] を選択することでも起動できま

す。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 
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② PIN 入力ウィンドウが表示されますので、IC カード用 PIN 通知書に記載された「IC カード用

PIN」（暗証番号）を入力し、[OK]ボタンを押してください。 

 

 

 

 

誤った「IC カード用 PIN」を連続して間違うことで「IC カード用 PIN」がロックされます。この

ため「残りの再試行回数確認」ボタンにて以下のように残りの試行可能な回数を確認することが

できます。 

 

 

  

PIN を入力すると、「●または＊」が表示されます。 
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③ IC カードが正常な場合、以下のようなメッセージが表示されます。証明書の記載内容に誤りがな

いか確認します。確認できましたら、[終了]ボタンを押してください。 

 

 

④ 「ご利用ソフト」のバージョンを確認する場合は、「初期セットアップメニュー」の[IC カード

動作確認]ボタンを押すと、以下が表示されます。[バージョン情報]ボタンを押します。 

 
 

バージョン情報が表示されます。確認後は[OK]ボタンを押してください。 

 

バージョン情報が

表示されます。 

IC カードに問題が無

ければ、全て「OK」の

メッセージが表示さ

れます。 

電子証明書の記載

内容に誤りがない

か、必ずご確認くだ

さい。 
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＜PINが正しく認識されない場合＞ 

 

PIN を入力した際、次のようなメッセージが表示された場合、PIN が間違っています。 

[了解]ボタンを押して PIN をご確認の上もう一度入力してください。 

連続して規定回数入力を間違えますと、IC カードがロックしますので、お気をつけください。 

なお IC カードをロックさせてしまった場合には、IC カードのロックを解除し、使用してくださ

い。 

詳細は 37 ページの「4.2.IC カードロック解除ツール」をご参照ください。 

 

 

＜ICカードがロックしている場合＞ 

 

PIN を入力した際、次のようなメッセージが表示された場合、IC カードがロックされています。IC

カードロック解除ツールでロックを解除してください。 

詳細は 37 ページの「4.2.IC カードロック解除ツール」をご参照ください。 

 

 

＜デバイスエラー＞ 

 

以下のようなメッセージが表示された場合、ダイアログに記載されている原因をご確認ください。 
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《ご参考》[詳細]ボタンを押すか、概要表示部分をダブルクリックすると、Windows 標準機能を利用し

て、IC カード内に格納された電子証明書の詳細がご参照いただけます。 

 

 

電子証明書の詳細が表示されます。終了する場合には[OK]ボタンを押してください。 

 

どちらかを 

クリック 
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《ご参考》委任情報が「格納あり」の場合、[委任情報の表示]ボタンを押すと、IC カード内に格納さ

れた委任情報がご参照いただけます。 

 

委任情報が表示されます。終了する場合には右上の[×]を押してください。 
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3.4. 受領書送信 

 

受領書送信は、お客さまご自身のICカードを確かに受領したことを、インターネットを経由して電子

認証局に通知するためのもので、電子証明書の「電子署名」技術を利用しています。 

 

準備 

本作業は、お手持ちのICカード毎に行う必要があります。 

「IC カード動作確認」で動作確認を行ったIC カードを用意してください。 

なお、受領書送信は、電子認証局の送付日より45日以内での実施をお願いしております。 

受領期限までに受領書の送信がない場合、お受け取りに際して何らかのトラブルがあったと判断

し、安全のために電子証明書を失効いたしますので、受領後は速やかに実施してください。 

 

手順  

① 「初期セットアップメニュー」の[受領書送信]ボタンを押します。 

 
 

《ご参考》 

受領書送信ツールは、ツールメニューの [受領書送信] を選択することでも起動できます。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 
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② 受領書送信ツールが起動します。 

[受領書作成]ボタンを押してください。 

受領書送信を中止する場合は、[受領書を送信せず終了]ボタンを押して、受領書送信ツールを終

了させてください。 

 

 

③ PIN 入力画面が表示されます。 

IC カードを IC カードリーダに挿入し、PIN を入力して[OK]ボタンを押してください。 

 
 

  

PIN を入力すると、 

「●または＊」が 

表示されます。 
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PIN を間違えた場合は、以下のエラーメッセージが表示されます。[OK]ボタンを押して正しい PIN

を入力してください。 

 

 

IC カードが正しく挿入されていない場合は、以下のエラーメッセージが表示されます。[OK]ボタ

ンを押して、IC カードを挿入し直して再度 PIN 入力をしてください。 
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④ 以下の確認画面が表示されます。 

受領書の内容を確認し、[受領書送信]ボタンを押してください。 

 
 

※注意：ご利用の PC のタイムゾーン設定が日本標準時(JST)でない場合、日付が前後に 1 日ずれ

る場合があります。日付が現在の日付でない場合、PC のタイムゾーン設定を確認してください。 

 

⑤ 受領書の送信に成功すると、以下の完了画面が表示されます。 

 

 

  

表示されている年月日が現

在の日付となっていること

を確認します 

申込者氏名、商号、Card ID

を確認します 



 

 16 

 

⑥ 「TDB 電子証明書 TypeA 受領書」の控えを印刷する場合は、[受領書印刷]ボタンを押してくださ

い。 
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⑦ ウェブブラウザが起動し、受領書の印刷画面が表示されます。 [印刷]ボタンを押して印刷し、控

えとして大切に保管してください。 
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⑧ 引き続き、他の IC カードの受領書を送信する場合は[別の IC カードの受領書を送信する]ボタンを

押して手順③から繰り返し操作してください。また、受領書送信を終了させる場合は[終了]ボタン

を押してください。 

 

 

以上で、受領書の送信は完了です。 

 

複数枚 IC カードをお持ちの場合は、IC カード毎にそれぞれ手順③から⑧までを実行してください。 
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3.5. リポジトリ接続テスト 

 

「ご利用ソフト」を使用して電子入札を行う場合には、お使いの PC で LDAP 通信ができる必要があり

ます。 

以下の手順にて LDAP 通信が可能であるか、テストを行います。 

 

準備 

インターネットに接続してください。 

 

手順 

① 「初期セットアップメニュー」の[リポジトリ接続テスト]ボタンを押します。 

 

 

《ご参考》 

リポジトリ接続テストツールは、ツールメニューの [リポジトリ接続テスト] を選択することでも起

動できます。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 
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② テストツールが起動する前に、以下のメッセージが表示されます。[OK]ボタンを押してくださ

い。 

 

 

③ リポジトリ接続テストツールが起動すると、以下のようなウィンドウが表示されます。 

[テスト開始]ボタンを押してください。 

 

 

  

クリックするとリポジトリへ 

接続を試みます 
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④ 上段に「テストが完了しました」と表示されればテスト完了です。 

３箇所のテスト結果を確認し、[終了]ボタンを押してツールを終了してください。 

 

【成功のケース】 

「接続に成功しました」というメッセージが出ます。リポジトリへアクセスが可能です。 

 

 

【失敗のケース】 

以下(a)から(d)のようなメッセージが出た場合は、ネットワークの設定が原因の可能性がありま

す。PC もしくはネットワークの管理者、プロバイダ等にお尋ねください。 

※注意 お使いの PC・ネットワーク環境によっては以下以外のメッセージが表示される場合もあります。 

(a)DNS 参照ができない場合 

 

クリックするとツールが 

終了します 
結果をご確認ください 
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(b)サーバへの接続ができない場合 

 
 

(c)サーバへの接続が拒否された場合 
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(d)サーバからの応答がなかった場合 
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3.6. 許可 URLリスト更新 

電子入札システムの URL が変更・追加された際は電子入札補助アプリの許可 URL リストを 

に追加して通信を可能とする必要があります。 

 

準備 

インターネットに接続してください。 

 

手順 

① 「初期セットアップメニュー」の[許可 URL リスト更新]ボタンを押します。 

 
 

② [OK]ボタンを押します 
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③ 通信後、自動的に更新がされます。[OK]ボタンを押して終了します。 

 

 
 

 
 

【許可 URL リストの更新日付について】 

この日付は「許可 URL リスト更新」を行った日付ではなく、サーバから取得した許可 URL リスト

ファイルの更新日付に基づきます。サーバのリストファイルが更新されていない場合、許可 URL

リスト更新を行っても日付は変わりません。 
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3.7. 電子入札補助アプリインストール 

 

電子入札補助アプリがインストールされていない、または、旧バージョンがインストールされている場

合、[アプリインストール]ボタンが有効になります。 

電子入札を利用する場合、電子入札補助アプリをインストールする必要があります。 

 

準備 

インターネットに接続してください。 

 

手順（ケース１：旧バージョンの電子入札補助アプリがインストールされている場合） 

 

① 「初期セットアップメニュー」の[アプリインストール]ボタンを押します。 
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② 利用中の電子入札画面を全て終了したのち、 [OK]ボタンを押します。 

 

 

以下の画面が表示され、新しいバージョンの電子入札補助アプリがインスされます。 

 

 

インストールが完了したら、初期セットアップメニュー画面が更新されます。新しいバージョン番号

が表示されていることを確認します。 

ケース１の手順は以上です。 
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手順（ケース２：電子入札補助アプリがインストールされていない場合） 

 

① 「初期セットアップメニュー」の[アプリインストール]ボタンを押します。 
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② 電子入札補助アプリのインストール確認画面が表示されます。 

記載内容を確認し、[OK]ボタンを押してください。 

 

 

③ 電子入札補助アプリのセットアップウィザード画面が表示されます。 

記載内容を確認し、[次へ]ボタンを押してください。 
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④ [次へ]ボタンを押してください。 

    

 

 

⑤ [次へ]ボタンを押してください。 

 

 

  



 

 31 

 

⑥ インストールが完了すると以下のような画面が表示されます。 

[閉じる]ボタンを押してください。 

 

 

初期セットアップメニューを確認し、電子入札補助アプリのバージョンが表示されることを確認しま

す。電子入札補助アプリのインストール中に PC が再起動された場合は、再度スタートメニューから初

期セットアップを起動してください。そうでない場合は、初期セットアップメニュー画面の[表示更

新]ボタンを押してください。 

ケース２の手順は以上です。 

 

  



 

 32 

 

 

 

初期セットアップ画面でエラーが発生する場合は、番号に対応するリンクをクリックし、対

処方法を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

以上で初期セットアップ（環境設定）は終了です。 
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4. クライアントツール 

 

 

 

4.1. 利用申込書作成（IC カード使用）ツール 

 

IC カードの格納情報を利用し、別の新しい IC カードの利用申込書を作成することができます。 

本ツールによる申込は、IC カードの格納情報（会社名等）に変更が無い場合のみ実施可能です。情

報に変更がある場合は、TypeA ホームページの以下のリンクから新規申込を実施してください。 

http://www.tdb.co.jp/typeA/application/03.html 

 

準備 

IC カードリーダがお使いの PC に接続されていることを確認して、IC カードを IC カードリーダに挿

してください。 

この時、IC カードの挿し方が不十分ですと誤作動の原因となりますのでご注意ください。 

 

起動 

ツールメニューから[利用申込書作成（IC カード使用）]を選び、「利用申込書作成（IC カード使

用）ツール」を起動します。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 

 

手順 

 

① 利用申込書作成の案内画面が表示されます。 

記載内容を確認し、[OK]をクリックしてください。 

 

  

この章のツールは、セットアップ時には通常利用しません。 

必要に応じて利用してください。 

http://www.tdb.co.jp/typeA/application/03.html
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② TDB 電子認証サービス TypeA の重要な事項の説明および利用規約が表示されます。 

[CPS を表示]、および、[利用規約の表示]をクリックすると、PDF ファイルをウェブブラウザで

確認することができます。 

記載内容をよくご確認のうえ、内容に同意される場合は [同意する]をクリックしてください。 

 

 

利用規約をダウンロードできない場合は、以下のようなダウンロード失敗画面が表示されます。 

ネットワーク設定に問題がある可能性がありますので、PC もしくはネットワークの管理者、プ

ロバイダ等にお尋ねください。 

 

 

※注 お客さまの PC・ネットワーク環境によっては上記以外のメッセージが表示される場合もあります。 

 

  



 

 35 

 

③ CPS と利用規約の確認画面が表示されます。 

記載内容を確認し、[OK]をクリックしてください。 

 
 

④ PIN 入力画面が表示されます。 

IC カードが IC カードリーダに挿入されていることを確認し、PIN を入力して[OK]ボタンを押し

てください。 

 

 

PIN を間違えた場合は、以下のエラーメッセージが表示されます。[OK]ボタンを押して正しい

PIN を入力してください。 

 
 

IC カードが正しく挿入されていない場合は、以下のエラーメッセージが表示されます。[OK]ボ

タンを押して、IC カードを挿入し直して再度 PIN 入力をしてください。 

 

  

PIN を入力すると、 

「●または＊」が 

表示されます。 
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⑤ ウェブブラウザが起動し、IC カード格納情報が表示されます。 

内容を確認し、[OK]をクリックしてください。 

 
 

⑥ TDB 電子証明書 TypeA 利用申込画面が表示されます。 

以降は新規申込時と同様となります。フォームに必要事項を記載して利用申込書を印刷し、必要

書類と共に申込みを実施してください。お申込みについては以下の URL をご参照ください。 

https://www.tdb.co.jp/typeA/application/03.html 

 

  

https://www.tdb.co.jp/typeA/application/03.html
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4.2. ICカードロック解除ツール 

 

IC カードは安全のため、PIN を規定回数連続して誤入力するとロックがかかります。 

ロックを解除する手順を以下に示します。 

 

準備 

IC カードリーダがお使いの PC に接続されていることを確認して、IC カードを IC カードリーダに挿

してください。 

この時、IC カードの挿し方が不十分ですと誤作動の原因となりますのでご注意ください。 

 

起動 

インストールフォルダ（OS が 32bit 版の場合は C:\Program Files\TDB\TDBCATypeA、OS が 64bit 版の

場合は C:\Program Files(x86)\TDB\TDBCATypeA）の下にある[IC カードロック解除のショートカット]

をダブルクリックしてください。 

 

(a)ロック解除 

 

① ツールが起動すると以下のようなウィンドウが表示されます。 

IC カードロック解除用 PIN を入力し、[OK]ボタンを押してください。 

 

 

  

PIN を入力すると、 

「●または＊」が 

表示されます。 
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② ロックの解除に成功すると以下のようなメッセージが表示されます。 

[OK]ボタンを押して終了してください。 

 

 

★以下のようなメッセージが表示された場合、IC カードロック解除用 PIN が間違っています。 

 [OK]ボタンを押して IC カードロック解除用 PIN をご確認の上もう一度入力してください。 

 

 

 ※注 IC カードロック解除用 PIN を連続して規定回数以上誤入力すると以下のような画面が表

示され、IC カードが使用不能になりますので、残りの再試行回数を確認しながら注意し

て行ってください。 

 
 

★以下のようなメッセージが表示された場合、ダイアログに記載されている原因をご確認くださ

い。 
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(b)PIN変更 

 

IC カードロック解除ツールは PIN を忘れてしまった方のために、PIN を変更する機能を備えていま

す。PIN を変更する時は以下の手順で操作を行ってください。 

 
  

 

① IC カードロック解除用 PIN を入力します。 

 

② [PIN を新たに設定し直す。]のチェックボックスにチェックを入れます。 

 

③ 新しい PIN を入力します。 

 

④ もう一度新しい PIN を入力します。 

 

⑤ [OK]ボタンを押します。 

 

⑥ PIN の変更が成功しますと以下のようなメッセージが表示されます。 

[OK]ボタンを押して、ツールを終了させてください。 

 

  

① 

それぞれ、 

PIN を入力すると、 

「●または＊」が 

表示されます。 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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一回目に入力した新しい PIN と二回目に入力した新しい PIN が一致しない場合、以下のようなメ

ッセージが表示されます。 

[OK]ボタンを押して再度新しい PIN を入力し直してください。 

 
 

(c)残りの再試行回数確認 

 

ロック解除用 PIN を連続で間違えてロック解除用 PIN をロックさせてしまうと、IC カード用 PIN の

ロック解除や PIN 変更ができなくなります。このため IC カードロック解除ツールでは、ロック解除

用 PIN の残りの試行回数を確認することができます。 

 

 

以下のように残りの試行回数が表示されます。[OK]ボタンを押して、ツールを終了させてくださ

い。 
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4.3. 認証局証明書管理ツール 

 

各地方自治体等での電子入札システムに参加する際、発注機関の指示により指定の「認証局証明書」

を追加する必要があります。 

必要に応じて設定を行ってください。 

 

準備 

本作業は管理者権限を持つアカウント（Administrator グループのアカウント）で行ってください。 

 

IC カードリーダがお使いの PC に接続されていることを確認して、IC カードを IC カードリーダに挿し

てください。 

この時、IC カードの挿し方が不十分ですと誤作動の原因となりますのでご注意ください。 

 

起動 

ツールメニューから[認証局証明書管理]を選び、「認証局証明書管理ツール」を起動します。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 

 

(a)認証局証明書一覧表示 

 

 

ツールが起動しますと、上記のようなウィンドウが表示されます。 

青字は TDB の認証局を表しています。黒字は電子入札コアシステム対応認証局を表しています。緑字は

その他の認証局を表しています。 
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(b)詳細表示 

 

証明書の詳細を表示するには以下の手順で操作を行ってください。 

 

① 詳細を表示させたい証明書を選択します。 

 

② [詳細]ボタンを押します。 

 

 

[詳細]ボタンを押すと以下のようなウィンドウが表示されます。 

 

 

①対象の証明書選択する 

（選択すると表示が反転する） 

選択する 

②［詳細」ボタンを押す 
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(c)証明書の追加 

 

① 証明書の追加を行うには[追加]ボタンを押してください。 

 

 

② [追加]ボタンを押すと以下のようなダイアログが表示されます。 

[参照]ボタンを押して、追加する証明書のファイルを選んでください。選択が終わったら[OK]

ボタンを押してください。 

 

 

③ 証明書の追加に成功すると以下のようなメッセージが表示されます。 

[OK]ボタンを押してください。 
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★証明書の追加に失敗した場合、以下のようなメッセージが表示されます。追加しようとしたフ

ァイルが証明書ファイルでないか、もしくはファイル自体が壊れている可能性があります。追

加するファイルが証明書ファイルであるか、またファイル自体が壊れていないか、ご確認後、

再度追加作業を行ってください。 

 
 

 

④ 証明書一覧画面に戻ると登録した証明書の発行元が緑字で追加されていることを、ご確認くだ

さい。 
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(d)証明書の削除 

 

証明書を削除するには以下の手順で操作を行ってください。 

 

① 削除する証明書を選択します。 

 

 

※ 削除可能な証明書は緑字で表示されている証明書のみです。その他の証明書を削除するこ

とはできません。 

 

② [削除]ボタンを押します。 

以下のような確認ダイアログが表示されます。 

削除する場合は[OK]ボタンを押してください。 

 
 

③ 削除に成功すると以下のようなメッセージが表示されます。[OK]ボタンを押すと一覧表示画面

へ戻ります。 
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削除に失敗した場合、以下のようなメッセージが表示されます。この場合は証明書保管庫が壊

れている可能性があります。 

この場合は、「ご利用ソフト」をアンインストール後に、再度インストールする必要がありま

す。（詳細は『TypeA ご利用ソフト 取扱説明書』「5．アンインストール」をご参照くださ

い） 

 

  

 

④ 証明書一覧画面に戻ると選択した証明書が一覧から削除されていることをご確認ください。 

 

  



 

 47 

 

 

4.4. e-Tax設定ツール 

 

e-Tax 設定ツールは、IC カードの内容を、国税電子申告・納税システム（e-Tax、以下 e-Tax）およ

び、地方税ポータルシステム（eLTAX、以下 eLTAX）対応状況を切り替えるツールです。 

 

ICカードは初期状態で e-Tax対応に設定されています。 

そのため、本ツールは、特別な指示がない限り使用しないでください。 

 

準備 

全ての Windows プログラムを必ず終了してから行ってください。 

 

IC カードリーダがお使いの PC に接続されていることを確認して、IC カードを IC カードリーダに挿

してください。 

この時、IC カードの挿し方が不十分ですと誤作動の原因となりますのでご注意ください。 

 

起動 

ツールメニューから [e-Tax 設定ツール]を選び、「e-Tax 設定ツール」を起動します。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種

ツールメニューの起動方法」を参照ください。 

 

(a)「e-Tax対応」に設定 

 

① ツールが起動されると、PIN 入力画面が表示されますので、IC カードの PIN（暗証番号）を入

力し、[ログイン]ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

PIN を入力すると、「●または＊」が表示されます。 
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② ログインに成功すると以下の画面が表示されます。 

IC カードの申し込み時期により、以下のいずれかの画面が表示されます。 

 

以下の画面が表示された場合は、「e-Tax 対応」が初期状態となっています。 

ご利用のシステム等からの指示がない限り、このままご利用ください。電子入札のみご利用の場

合でも、変更する必要はありません。 

 

 

以下の画面が表示された場合の初期状態とは鍵交換機能用(AT_KEYEXCHANGE)の状態です。 

[e-Tax 対応に設定]の選択ボタンを押し、[実行]ボタンを押します。 

既に IC カードの状態が「e-Tax 対応状態」となっている場合は実行不要のため[終了]ボタンを

押します。 
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③ e-Tax 対応への設定が完了すると以下のメッセージが表示されます。 

[今すぐ再起動]ボタンを押し、e-Tax 設定内容を反映させてください。 

 

 

 

(b)「鍵交換機能用」に設定 

 

① ツールが起動されると、PIN 入力画面が表示されますので、IC カードの PIN（暗証番号）を入力

し、[ログイン]ボタンを押してください。 

 

  

② ログインに成功すると以下の画面が表示されます。 

[鍵交換機能用（AT_KEYEXCHANGE）に設定]の選択ボタンを押し、[実行]ボタンを押します。 

 

PIN を入力すると、「●または＊」が表示されます。 



 

 50 

 

③ 鍵交換機能用への設定が完了すると以下のメッセージが表示されます。 

[今すぐ再起動]ボタンを押し、e-Tax 設定内容を反映させてください。 

 

 

 

（注意） 

上記の e-Tax 対応／鍵交換機能用の設定変更を実施したときは、証明書を再度登録し直す必要が

あります。証明書の再登録は IC カードを抜き差しすることで行われます。 

 

（注意） 

e-Tax 設定ツール起動時に、PC 側と IC カード側での状態が不一致となっていた場合には以下のよ

うなメッセージが表示されます。本ツールにていずれかの設定を実行し、PC を再起動することで

不一致を解消することができます。 
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4.5. 利用環境送信ツール 

 

利用環境送信ツールは、通常使用することはありません。 

ご利用ソフトが利用できない場合などに、原因を確認するため、お客さまの PC 情報を収集し、ヘル

プデスクへ伝えるツールです。 

 

起動 

インストールフォルダ（OS が 32bit 版の場合は C:\Program Files\TDB\TDBCATypeA、OS が 64bit 版の

場合は C:\Program Files(x86)\TDB\TDBCATypeA）の下にある[利用環境送信ツールのショートカット]

をダブルクリックしてください。 

以下の画面が表示されます。 

 
 

PCの環境により、以下の選択・操作を行ってください。 

PC にメール設定がされており、

標準設定されたメーラで送信す

る場合 

⇒ 
［はい］ 

をクリック 
⇒ 

PC に標準設定されたメールソフトが

起動し、利用環境がメール本文に表

示されます。 

PC にメール設定がされていない

場合 

標準設定されたメーラで送信し

ない場合 

⇒ 
［いいえ］ 

をクリック 
⇒ 

利用環境がテキストファイルに作成

されてデスクトップ上に保存され、

メモ帳で表示されます。 
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(a)メールによる送信 

 

利用環境送信ツール起動画面で［はい］をクリックした場合、PC に標準設定されたメーラが起動

し、利用環境情報を送信する宛先が自動的に設定されます。また、メール本文に自動収集された利

用環境情報が表示されます。 

PC 利用環境情報を確認していただき、お客さま情報とエラー内容を入力のうえ、[送信]ボタンを

押して弊社宛にメールを送信してください。 

※以下は Office 365 の Outlook の場合です。お客様の環境により送信画面は変わります。 

 
 

  

お客さまの情報を入力してください 

PC の利用環境情報を自動で
収集し表示します 
間違いがないかを確認して
ください。 

エラー内容を記載
してください 
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(b) テキストファイルへの保存とメモ帳での表示 

 

利用環境送信ツール起動画面で［いいえ］をクリックした場合、以下の画面が表示されます。 

 
 

［OK］をクリックすると、「TypeA ご利用ソフト 利用環境の送信用メールテンプレート.txt」が

作成されてデスクトップに保存され、メモ帳が開いて以下のような内容が表示されます。 

利用環境情報を確認していただき、メールへ転記するなどして、弊社宛に送信してください。 

  

お客さまの情報を入力してください 

PC の利用環境情報
を自動で収集し表
示します 
間違いがないかを
確認してください。 

エラー内容を記載
してください 
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4.6. リポジトリ接続プロトコル設定ツール 

 

電子入札等においてインターネットを経由して外部のリポジトリサーバへアクセスする際に、途中に

ファイアウォールが存在し LDAP 通信が不可能である場合に、LDAP プロキシサーバを用意して、「ご利

用ソフト」において「LDAPプロキシオプション」を設定することで、外部のリポジトリサーバとの接続

が可能となります。リポジトリ接続プロトコル設定ツールは、ご利用ソフトに「LDAP プロキシオプショ

ン」の設定をするためのツールです。 

 

電子入札用 LDAP プロキシと電子入札の基本構成図 

 
 

 

注意 

本ツールで設定を行うだけでは「LDAP プロキシオプション」を利用することはできません。 

「LDAP プロキシオプション」を使用するためには、東芝デジタルソリューションズ株式会社にて販売

している「電子入札用 LDAP プロキシパッケージ」を別途購入し電子入札用 LDAP プロキシサーバを構

築しておく必要があります。 

 

「電子入札用 LDAP プロキシパッケージ」について 

https://www.global.toshiba/jp/products-solutions/security-ict/security-sol/authentication.html 

 

お問い合わせ先：東芝デジタルソリューションズ株式会社 

https://www.global.toshiba/jp/products-solutions/security-ict/security-sol/contact.html 
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準備 

全ての Windows プログラムを必ず終了してから行ってください。 

 

ご利用ソフトインストール時に、セットアップタイプで「カスタム」を選択し、「LDAP プロキシオ

プション」をインストールしていないと、本ツールの起動はできません。 

インストール時に「LDAP オプション」をインストールしていない場合は、［コントロールパネル］-

>［プログラムと機能］で［変更］を実行することでインストールが可能です。 

 

起動 

ツールメニューから「リポジトリ接続プロトコル設定」を選び「リポジトリ接続プロトコル設定」ツ

ールを起動します。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 

 

起動後、画面内の各項目をネットワークの環境に合わせて設定し、[完了]ボタンを押します。 
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◆リポジトリ接続プロトコル設定 

項  目 説  明 

LDAP 直接リポジトリに接続して、電子入札を行う場合に選択します。

LDAP プロキシサーバを経由しない場合と同じ動作となり、通信プロ

トコルに LDAP が使用されます。 

HTTP HTTP プロキシ→電子入札用 LDAP プロキシサーバ経由にてリポジト

リに接続し、電子入札を行う場合に選択します。 

通信プロトコルとして HTTP が使用されます。 

LDAP  Proxy 

サーバ URL 

電子入札用 LDAP プロキシサーバの URL を指定します。 

IIS10.0 上に電子入札用 LDAP プロキシサーバを構築する場合の標

準的な設定値は以下となります。 

http : // [LDAP プロキシサーバのホスト名または IP アドレス] 

 /cgi-bin/LDAPProxy/LDAPProxy.cgi 

本設定は、通信プロトコルに HTTP を指定した場合のみ有効です。 

 

（注意）[LDAP Proxy サーバ URL]に設定する値は、電子入札用 LDAP プロキシサーバの管理者にお問い合

わせいただくか、電子入札用 LDAP プロキシサーバの設定内容を確認ください。 

（注意）HTTP プロキシサーバに関する情報は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

 

［確認］ 

ツールメニューから「リポジトリ接続テスト」を選び、「リポジトリ接続テスト」ツールを起動しま

す。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソフトの各種ツ

ールメニューの起動方法」を参照ください。 

 

【HTTP通信時】（電子入札用 LDAPプロキシサーバ経由でリポジトリアクセスを行う場合） 

 

テストツールが起動する前に、以下のメッセージが表示されます。[OK]ボタンを押してください。 

  

 

  



 

 57 

 

リポジトリ接続テストツールが起動すると、以下のようなウィンドウが表示されます。[テスト開

始]ボタンを押してください。 

 
 

３箇所に「接続に成功しました」というメッセージが出るとリポジトリへアクセスが可能です。 

[終了]ボタンを押してツールを終了してください。 

 

（注意）エラーが発生した場合は、電子入札用 LDAP プロキシサーバの管理者にお問い合わせいた

だくか、電子入札用 LDAP プロキシサーバの設定内容を確認ください。 
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【LDAP通信時】（電子入札用 LDAPプロキシサーバ経由でリポジトリアクセスを行わない場合） 

 

テストツールが起動する前に、以下のメッセージが表示されます。[OK]ボタンを押してください。 

 

 

リポジトリ接続テストツールが起動すると、以下のようなウィンドウが表示されます。[テスト開

始]ボタンを押してください。 
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３箇所に 「接続に成功しました」というメッセージが出るとリポジトリへアクセスが可能です。 

[終了]ボタンを押してツールを終了してください。 

 
 

（注意）エラーが発生した場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。
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4.7. ICカード失効申請ツール 
 

「IC カード失効申請ツール」は、IC カードの失効申請をインターネット経由で電子的に行

うことができるツールです。 

以下の事由による失効申請を行うことができます。 

 

・電子証明書記載事項の変更 

・利用の休止 

 

本ツールによる失効申請は、IC カード名義人本人、もしくは、名義人と同一の所属組織に

属するものが行う必要があります。 

 

 
 

起動 
ツールメニューから[IC カード失効申請]を選び「IC カード失効申請」ツールを起動しま

す。 

ツールメニューの起動方法については 4 ページ「3.2.インストール後の TypeA ご利用ソ

フトの各種ツールメニューの起動方法」を参照ください。 

 

  
 

  

【ご注意】 

 

・送信された失効申請の取消しはできません。 

・失効された ICカードの再有効化はできません。 
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①PIN 入力画面が表示されます。 

 

IC カードを IC カードリーダに挿入し、PIN を入力して[OK]ボタンを押してください。 

 
 

PIN を間違えた場合は、以下の画面が表示されます。[OK]ボタンを押して正しい PIN を

入力してください。 

 
 

IC カードが正しく挿入されていない場合は、以下の画面が表示されます。[OK]ボタンを

押して、IC カードを挿入し直して再度 PIN 入力をしてください。 

 
  

PIN を入力すると、 

「●または＊」が 

表示されます。 
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IC カードの有効期限が切れている場合や失効済みの場合は、以下の画面が表示されま

す。この場合、失効申請は必要ありません。[OK]ボタン→[Cancel]ボタンを順に押し、

ツールを終了してください。 

 

有効期限切れの場合 

 
 

失効済みの場合 
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②以下の入力画面が表示されます。 

【IC カード情報】に記載の IC カードが失効対象のものであることを確認のうえ、以下の

情報を入力してください。 

・失効申請者の情報 

  部署名、担当者名、連絡先の住所・電話番号・メールアドレス 

・失効事由（以下のいずれかを選択） 

 - 記載事項の変更 

 - 利用の休止 

・失効通知書の送付先（以下のいずれかを選択） 

 - 名義人の住民票記載住所＋入力した所属組織住所 

 - 名義人の住民票記載住所 

 

失効通知書は、IC カード名義人の住民票記載住所（IC カードの申込時に提出したもの）

には必ず送付されます。 

それに加え、失効申請者の連絡先にも送付することができます。失効申請者は、IC カー

ド名義人本人、もしくは、名義人と同一の所属組織に属するものである必要があります。 

 

入力内容を確認のうえ、[失効申請作成]ボタンを押してください。 

 
 

  

失効対象の IC カード

であることを確認し

ます。 
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③失効申請情報が表示されます。内容を確認し、[失効申請送信]をクリックしてください。 

 

 
※注意：申請日は日本標準時(JST)における現在日付が表示されます。ご利用の PC のタ

イムゾーン設定が日本標準時(JST)でない場合、日付が前後に 1 日ずれる場合があり

ます。日付が現在の日付でない場合、PC のタイムゾーン設定を確認してください。 
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④最終確認画面が表示されます。 

 

失効申請を実施してよい場合は[はい」をクリックしてください。 

 
 

 
 

⑤失効申請書の送信に成功すると、以下の画面が表示されます。[OK]ボタンを押します。 

 

 
 

 

当該 IC カードがすでに失効申請受付済みの場合は、以下の画面が表示されます。失効申

請は不要ですので[OK]ボタンを押してツールを終了してください。 

 
 

  

【ご注意】 

 

・送信された失効申請の取消しはできません。 

・失効された ICカードの再有効化はできません。 
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⑥「TDB 電子証明書 TypeA 失効申請書」の控えを印刷する場合は、[印刷]ボタンを押してく

ださい。 
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⑦ウェブブラウザが起動し、失効申請書の印刷画面が表示されます。 [印刷]ボタンを押し

て印刷し、控えとして大切に保管してください。 
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⑧引き続き、他の IC カードの失効申請書を送信する場合は[別の IC カードの失効申請を送

信]ボタンを押して手順①から繰り返し操作してください。また、受領書送信を終了させ

る場合は[終了]ボタンを押してください。 

 
 

以上で、IC カード失効申請は完了です。 

 

複数枚 IC カードをお持ちの場合は、IC カード毎にそれぞれ手順①から⑧までを実行して

ください。 
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4.8. TypeAご利用ソフト更新ツール 
 

「TypeA ご利用ソフト 更新ツール」（以下、「更新ツール」）は、以下の環境をご提供し

ます。 

 

・ TypeA ご利用ソフトの最新バージョンの有無の確認、旧バージョンの削除、および最

新版インストール 

・ 電子入札補助アプリの最新バージョンの有無の確認 

 

 

更新ツールは以下により起動します。 

 

・スタートメニューから「TypeA ご利用ソフト更新ツール」を起動 

・PC 起動時（不定期） 

 

(a)TypeAご利用ソフトのバージョンアップ 
 

更新ツールの起動時に以下の画面が表示された場合、TypeA ご利用ソフトの新しいバージョ

ンが存在します。操作手順について、『TypeA ご利用ソフト 更新ツール実施手順書』を参

照してください。 
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(b)電子入札補助アプリの更新 
 

① 更新ツールの起動時に以下の画面が表示された場合、電子入札補助アプリの新しいバー

ジョンが存在します。[OK]ボタンを押します。 

 

 
 

 

  電子入札補助アプリのダウンロードを行います。しばらくお待ちください。 
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② 以下の画面が表示されます。利用中の電子入札画面を全て終了したのち、 [OK]ボタンを

押します。 

 

 
 

 

以下の画面が表示され、新しいバージョンの電子入札補助アプリがインストールされま

す。 

 
 

インストールが完了したら、初期セットアップメニュー画面が表示されます。電子入札補

助アプリの新しいバージョン番号が表示されていることを確認します。 

 

以上で、電子入札補助アプリのバージョンアップは完了です。 
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